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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１開口部を有するハウジングと、
　前記ハウジングに結合され、前記第１開口部に対応する位置に形成された第２開口部を
有する結合部材と、
　前記ハウジングと前記結合部材との間に配置された反射体と、
　前記結合部材に結合され、前記反射体に向けて光を放出する光源部と、
を含み、
　前記光源部は、第１胴体と第２胴体を含み、
　前記光源部は、前記第１胴体と前記第２胴体との間に形成された第３開口部を有し、
　前記第１胴体と前記第２胴体のそれぞれの上部が前記結合部材と結合し、前記第１胴体
と前記第２胴体のそれぞれの下部に前記光を放出する光源モジュールを含む、照明装置。
【請求項２】
　前記光源部は、前記第１胴体と前記第２胴体との間に配置された中間胴体を含み、
　前記第３開口部は、前記第１胴体と前記中間胴体との間に形成された第１空間と、前記
第２胴体と前記中間胴体との間に形成された第２空間とを有し、
　前記第１空間、前記第２開口部及び前記第１開口部は、第１空気循環経路を形成し、
　前記第２空間、前記第２開口部及び前記第１開口部は、第２空気循環経路を形成する、
請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
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　前記第１胴体と前記第２胴体のそれぞれは、前記中間胴体と結合するヒンジ部を含み、
　前記中間胴体は、前記ヒンジ部と結合する挿入溝を有する、請求項２に記載の照明装置
。
【請求項４】
　前記ヒンジ部の外側面は、前記挿入溝の内側面と接触する、請求項３に記載の照明装置
。
【請求項５】
　前記中間胴体は、上部と下部を含み、
　前記上部はプラスチック材質であり、前記下部は金属材質である、請求項４に記載の照
明装置。
【請求項６】
　前記結合部材は挿入溝を有し、
　前記第１胴体と前記第２胴体のそれぞれは、前記挿入溝の内側壁面と面接触する結合部
を含む、請求項２に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記第１開口部は、前記ハウジングの上面から突出し、少なくとも一つ以上の側面が開
放されたベントホール（ｂｅｎｔ　ｈｏｌｅ）形態である、請求項２ないし６のいずれか
一項に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記中間胴体の上部に配置されたスプリングをさらに含み、
　前記スプリングは、前記第１胴体と前記第２胴体との間に配置され、前記第１胴体と前
記第２胴体を押し出す、請求項２ないし７のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記光源部は、前記光源モジュールが配置された発光溝を有し、
　前記光源モジュールは、前記発光溝の底面に配置された基板、前記基板上に配置された
発光ダイオード、及び前記発光ダイオード上に配置された光学構造物を含み、
　前記光学構造物は、カット－オフライン（ｃｕｔ－ｏｆｆ ｌｉｎｅ）下に配置され、
　前記カット－オフラインは、前記発光溝の上側から前記ハウジングの下部端をつなぐ仮
想の線である、請求項２ないし８のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記光源部の側端部に結合するエンドキャップをさらに含み、
　前記エンドキャップの下部は、前記光源部の側端部を通った光漏れ現象を防止する防止
顎を有し、
　前記エンドキャップの上部は、前記第１胴体と前記第２胴体を支持する締り突起を有す
る、請求項２ないし９のいずれか一項に記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　実施形態は、照明装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　発光ダイオード(ＬＥＤ)は、電気エネルギーを光に変化する半導体素子の一種である。
【０００３】
　発光ダイオードは、蛍光灯及び白熱灯など既存の光源に比べて低消費電力、半永久的な
寿命、速い応答速度、安全性及び環境親和性の長所を有する。これに既存の光源を発光ダ
イオードに取り替えるための多い研究が進行されているし、発光ダイオードは室内外で使
用される各種ランプ、液晶表示装置、電光板及び街灯などの照明装置の光源として使用が
増加されている成り行きである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　本発明の実施形態は、照明装置を提供する。本実施形態がなそうとする技術的課題は、
以上で言及した技術的課題に制限されないし、言及されなかったまた他の技術的課題は下
の記載から本実施形態が属する技術分野で通常の知識を有した者に明確に理解されること
ができるであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　実施形態による照明装置は、ハウジングと、該ハウジングと結合された結合部材と、前
記ハウジングと前記結合部材との間に結合される反射体と、前記結合部材と結合されて、
前記反射体に向けて光を放出する光源部と、を含み、前記光源部は第１胴体と第２胴体を
有しており、前記第１胴体の一側が前記結合部材と結合されて、前記第１胴体の他の側に
前記光を放出する光源モジュールを含む。
【発明の効果】
【０００６】
　第１挿入溝の内側面に複数の結合溝を形成することで、照明装置の配光を多様に調節す
ることができる。これによって、反射体の幅や曲率が変化する場合などにも光源部の入れ
替えなしに効率的な照明を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１ａ】上部から眺めた実施形態による照明装置の斜視図である。
【図１ｂ】図１ａのＡ領域を拡大した図面である。
【図２ａ】下部から眺めた実施形態による照明装置の斜視図である。
【図２ｂ】実施形態による照明装置の分解斜視図である。
【図３】実施形態による照明装置の断面図である。
【図４】実施形態による結合部材の断面図である。
【図５】実施形態によるハウジングと結合部材を分離して示した図面である。
【図６ａ】図３のＢ領域を拡大した図面である。
【図６ｂ】実施形態による光学構造物の設置構造を示した図面である。
【図７】実施形態による光源部の分解斜視図である。
【図８】実施形態による照明装置の内部空気循環経路を説明するために示した図面である
。
【図９】実施形態による第１連結端子と第２連結端子との構成を示した図面である。
【図１０】同じく、実施形態による第１連結端子と第２連結端子との構成を示した図面で
ある。
【図１１】同じく、実施形態による第１連結端子と第２連結端子との構成を示した図面で
ある。
【図１２】実施形態による光源部とエンドキャップとの間の結合関係を示した図面である
。
【図１３】実施形態による光源部にエンドキャップが結合された様子を示した図面である
。
【図１４】実施形態による光源部と結合部材との結合及び分離過程を説明するための図面
である。
【図１５】同じく、実施形態による光源部と結合部材との結合及び分離過程を説明するた
めの図面である。
【図１６】変形例による他の照明装置の光源部と結合部材の断面図である。
【図１７】同じく、変形例による他の照明装置の光源部と結合部材の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、添付された図面を参照して実施形態を詳しく説明するようにする。
【０００９】
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　図１ａは、上部から眺めた実施形態による照明装置１の斜視図である。図１ｂは、図１
ａのＡ領域を拡大した図面である。図２ａは、下部から眺めた実施形態による照明装置１
の斜視図である。図２ｂは、実施形態による照明装置１の分解斜視図である。図３は、実
施形態による照明装置１の断面図である。図４は、実施形態による結合部材１１０の断面
図である。図５は、実施形態によるハウジング１００と結合部材１１０を分離して示した
図面である。
【００１０】
　図１ないし図５を参照すると、実施形態による照明装置１は、ハウジング１００、結合
部材１１０、反射体２００、光源部３００及び電源駆動部４００を含む。
【００１１】
　１．ハウジング１００及び結合部材１１０
　ハウジング１００は、結合部材１１０、反射体２００及び電源駆動部４００を収容する
ことができる箱(box)の形態であることができる。ハウジング１００の形状は、外部から
眺めた時に四角形であることができるが、これに限定されるものではなく、多様な形状を
有することができる。
【００１２】
　ハウジング１００は、熱を効果的に放出することができる物質で形成されたものである
ことができる。例えば、ハウジング１００はアルミニウム(Ａｌ)、スズ(Ｓｎ)、ニッケル
(Ｎｉ)、銀(Ａｇ)、銅(Ｃｕ)、チタン(Ｔｉ)、モリブデン(Ｍｏ)、タングステン(Ｗ)、金
(Ａｕ)及び白金(Ｐｔ)などの金属で形成されたものであることができる。
【００１３】
　ハウジング１００の側面と上面のうちで少なくとも何れかの一面には、電源駆動部４０
０を外部の電源と電気的に連結するための連結溝１０７が形成されることができる。
【００１４】
　ハウジング１００は、光源部３００から放出される光が反射体２００によって反射して
出射されることができるように下方開口部１０１を有する。ここで、後述する第１～第３
開口部は、空気循環経路を形成するための手段として空気を通過させることができる空気
通過部として理解することが望ましい。
【００１５】
　図１ａ及び図１ｂに示されたところのように、ハウジング１００の上面には第１開口部
１０５が形成されることができる。第１開口部１０５は、ハウジング１００の上面を貫通
して、少なくとも一つ以上が形成されることができる。例えば、第１開口部１０５はハウ
ジング１００の上面から突出されて、少なくとも一つ以上の側面が開放されたベントホー
ル(bent hole)の形態であることができる。しかし、これに限定するものではなく、空気
が循環されることができるようにハウジング１００の上面を貫通するどのような形態でも
関係ない。
【００１６】
　実施形態による照明装置１を天井や壁面などの外部支持部材に設置する場合、前記外部
支持部材の挿入部に前記照明装置１が設置されることができる。ここで、前記挿入部は前
記照明装置１の形状に対応される。この時、ハウジング１００側面の下端部には結合フレ
ーム５００が結合されて、前記照明装置１を前記外部支持部材に堅く結合させることがで
きる。
【００１７】
　結合部材１１０は、ハウジング１００の内側上面１０２上に配置されることができる。
結合部材１１０は多様な方法でハウジング１００に結合されることができる。例えば、結
合部材１１０は結合ネジまたは接着剤などによってハウジング１００に結合されることが
できる。
【００１８】
　結合部材１１０は、ハウジング１００の上面１０２に第１方向に長く延長されたもので
あることができる。例えば、結合部材１１０はハウジング１００の内側壁面のうちで何れ
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か一壁面から前記何れか一壁面と向かい合う他の壁面まで延長されたものであることがで
きる。
【００１９】
　ハウジング１００及び結合部材１１０は、反射体２００が脱着されることができるよう
に形成されることができる。ハウジング１００の内側壁面には反射体２００の第１側２１
０が挿入されることができる第１溝１０３を有することができる。第１溝１０３は、一つ
だけではなく複数個であることができる。結合部材１１０の外側壁面には第２溝１１１が
形成されることができる。第２溝１１１は第１方向に長く延長されたものであることがで
きる。第２溝１１１には反射体２００の第２側２２０が挿入されることができる。このよ
うに、反射体２００の第１側２１０がハウジング１００の第１溝１０３に挿入されて、第
２側２２０が結合部材１１０の第２溝１１１に挿入されることで、ハウジング１００と結
合部材１１０は反射体２００を固定及び支持することができる。
【００２０】
　図４に示されたところのように、結合部材１１０の中間部分にはハウジング１００の内
側上面１０２を向ける方向に第１挿入溝１１２が形成されることができる。第１挿入溝１
１２には光源部３００の一部が挿入されることができる。第１挿入溝１１２は第１方向に
沿って長く延長されたものであることができる。
【００２１】
　図５に示されたところのように、結合部材１１０は第２開口部１１１を有することがで
きる。第２開口部１１１は、結合部材１１０の上下部を開放して、少なくとも一つ以上で
あることがある。第２開口部１１１はハウジング１００に形成された第１開口部１０５と
対応する位置に形成されることができるし、第１方向に沿って複数個に形成されたもので
あることができる。
【００２２】
　第１挿入溝１１２の内側壁面には、複数の係止溝１１３が形成されることができる。係
止溝１１３には図６ａに示された光源部３００の第１突出端３１０ｃと第２突出端３２０
ｃが挿入されることができる。第１突出端３１０ｃと第２突出端３２０ｃが係止溝１１３
に挿入されてかかることで、光源部３００が結合部材１１０に結合されて堅く固定される
ことができる。光源部３００及び結合部材１１０との結合関係に対するより詳細な説明は
後述するようにする。
【００２３】
　図２ｂに示されたところのように、第１挿入溝１１２には第１連結端子１２０が設置さ
れることができる。光源部３００が第１挿入溝１１２に挿入される場合、第１連結端子１
２０は光源部３００の第２連結端子３３６と電気的に連結されることができる。第１連結
端子１２０と第２連結端子３３６が連結される場合、第１連結端子１２０と第２連結端子
３３６を通じて電源及び/または駆動信号が光源部３００に伝達することができる。
【００２４】
　第１連結端子１２０は、照明装置の設計によって一つまたは複数個に形成されることが
できる。第１連結端子１２０に対するより詳細な説明は、第２連結端子３３６に対する詳
細な説明と共に後述するようにする。
【００２５】
　結合部材１１０は、光源部３００から発生された熱を直接放出するか、またはハウジン
グ１００に伝達する役割をすることができる。これによって結合部材１１０は、熱を効果
的に放出及び/または伝達することができる物質で形成されたことが望ましい。例えば、
結合部材１１０はアルミニウム(Ａｌ)、スズ(Ｓｎ)、ニッケル(Ｎｉ)、銀(Ａｇ)、銅(Ｃ
ｕ)、チタン(Ｔｉ)、モリブデン(Ｍｏ)、タングステン(Ｗ)、金(Ａｕ)、白金(Ｐｔ)など
の金属で形成されたものであることができる。
【００２６】
　結合部材１１０の一部領域は、凹凸(図示せず)構造を有することができる。凹凸(図示
せず)は、結合部材１１０の表面積を広げてくれることで熱放出効率を向上させることが
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できる。
【００２７】
　２．反射体２００
　反射体２００は、第１反射体２００ａと第２反射体２００ｂを含むことができる。第１
反射体２００ａと第２反射体２００ｂそれぞれは、ハウジング１００と結合部材１１０と
結合及び分離が可能である。ここで、第１反射体２００ａはハウジング１００と結合され
る第１側２１０と結合部材１１０と結合される第２側２２０を有する。第２反射体２００
ｂも第１側２１０と第２側２２０を有する。
【００２８】
　例えば、図２ｂに示されたところのように、第１反射体２００ａがハウジング１００及
び結合部材１１０に結合される場合、第１反射体２００ａの第１側２１０がハウジング１
００の第１溝１０３に挿入されて、第１反射体２００ａの第２側が結合部材１１０の第２
溝１１１に挿入されることができる。
【００２９】
　反射体２００の第１側２１０は、段差を有することができる。また、反射体２００の第
２側２２０も段差を有することができる。
【００３０】
　また、反射体２００の第１側２１０には一つ以上の挿入端２１１が形成されることがで
きる。ここで、挿入端２１１はハウジング１００の第１溝１０３に挿入されることができ
る。ハウジング１００の第１溝１０３は、挿入端２１１の形状に対応されたものであるこ
とができる。
【００３１】
　第１反射体２００ａと第２反射体２００ｂは、放物線形態の反射面を有して、第１方向
に延長されたものであることができる。これによって、第１反射体２００ａと第２反射体
２００ｂは、二つの放物面を有するパラボラ(parabola)形態をなすことができる。但し、
第１及び第２反射体２００ａ、２００ｂの形態は、所望の照明または使用者の選択によっ
て多様に変形されることができる。
【００３２】
　反射体２００は反射効率が高い金属材質または樹脂材質で形成されたものであることが
できる。例えば、樹脂材質はＰＥＴ、ＰＣ、ＰＶＣレジンのうちで何れか一つを含むこと
ができる。また、金属材質は銀(Ａｇ)、銀(Ａｇ)を含んだ合金、アルミニウム(Ａｌ)及び
アルミニウム(Ａｌ)を含んだ合金のうちで少なくとも一つを含むことができる。
【００３３】
　反射体２００の表面は銀(Ａｇ)、アルミニウム(Ａｌ)、白色のＰＳＲ(photo solder re
sist)インク及び拡散シートなどでコーティングされるか、または反射体２００の表面に
はアノダイジング(anodizing)処理による酸化膜が形成されることができる。
【００３４】
　但し、反射体２００の材質及び色に対して限定するものではなく、これは照明装置が具
現しようとする照明によって多様に選択されることができる。
【００３５】
　３．電源駆動部４００
　電源駆動部４００は、光源部３００と連結される場合、電源及び駆動信号のうちで少な
くとも一つを光源部３００に提供することができる。
【００３６】
　図２ｂ及び図３に示されたところのように、電源駆動部４００はハウジング１００の内
側上面１０２と内側壁面、そして反射体２００が提供する空間に配置されることができる
。すなわち、反射体２００の放物線形態によって反射体２００とハウジング１００の角部
分の間には空の空間が形成されるが、この空の空間に電源駆動部４００が配置されること
ができる。具体的に、電源駆動部４００は、ハウジング１００の内側上面１０２に配置さ
れることができる。
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【００３７】
　電源駆動部４００は、外部から入力されるＡＣ電源をＤＣ電源に変換することができる
。
【００３８】
　電源駆動部４００は、光源部３００とワイヤまたは軟性印刷回路基板(ＦＰＣＢ)などに
よって電気的に連結されることができる。例えば、ワイヤまたはＦＰＣＢは、電源駆動部
４００から延長されて、結合部材１１０に形成された連結ホールを通じて第１連結端子１
２０に電気的に連結されて、第１連結端子１２０は第２連結端子３３６に電気的に連結さ
れることで、電源駆動部４００と光源部３００が電気的に連結されることができる。
【００３９】
　４．光源部３００
　図６ａは、図３のＢ領域を拡大した図面である。図６ｂは、実施形態による光学構造物
の設置構造を示した図面である。図７は、実施形態による光源部３００の分解斜視図であ
る。
【００４０】
　図６ａ、図６ｂ及び図７を参照すると、光源部３００は第１胴体３１０、第２胴体３２
０、中間胴体３３０、第１主光源モジュール３１３、３１４、３１５、第２主光源モジュ
ール３２３、３２４、３２５、補助光源モジュール３３１、３３３、３３４及びスプリン
グ３４０を含む。ここで、第１胴体３１０、第２胴体３２０及び中間胴体３３０は、光源
部３００の胴体をなす。第１胴体３１０、第２胴体３２０及び中間胴体３３０は第１方向
、すなわち、反射体２００の長さ方向に沿って延長されることができる。
【００４１】
　以下、光源部３００の構成に対してより詳しく説明する。
【００４２】
　１)第１胴体３１０
　第１胴体３１０は、第３結合部３１０ａを含む。第３結合部３１０ａは、第１胴体３１
０の上部を構成して、結合部材１１０の第１挿入溝１１２に一部分が挿入される。
【００４３】
　第３結合部３１０ａの上端には第１突出端３１０ｃが形成されることができる。第１突
出端３１０ｃは第３結合部３１０ａの上端の一部が外側に突出された形状であることがで
きる。
【００４４】
　第１胴体３１０の下部一側面には、第１発光溝３１２が形成されることができる。第１
発光溝３１２の底面は、第１傾斜面３１０ｂを有することができる。第１傾斜面３１０ｂ
は第１反射体２００ａの反射面を眺めるように形成されることができる。第１胴体３１０
は第１傾斜面３１０ｂ外にも複数の傾斜面が形成されることができる。
【００４５】
　第１胴体３１０の下部外郭面は、図６aに示されたように、所定の屈曲を有することが
できる。しかし、これに限定するものではなくて、前記下部外郭面が角をなしたものであ
ることができる。
【００４６】
　第１発光溝３１２は、第１主光源モジュール３１３、３１４、３１５が配置される底面
と少なくともふたつ以上の側面を含む。ここで、前記第１発光溝３１２の二つの側面間の
間隔は、前記第１発光溝３１２の底面の幅と同じであるか、または狭いものであることが
できる。第１発光溝３１２の二つの側面間の間隔が前記第１発光溝３１２の底面の幅より
狭ければ、第１主光源モジュール３１３、３１４、３１５は、前記第１発光溝３１２の深
さ方向と垂直な方向に第１発光溝３１２の底面に容易に装着されることができる。すなわ
ち、第１主光源モジュール３１３、３１４、３１５は、スライディング方式で第１発光溝
３１２に装着されることができる。
【００４７】
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　第１発光溝３１２内には第１主光源モジュール３１３、３１４、３１５が設置されるこ
とができる。第１主光源モジュール３１３、３１４、３１５は第１基板３１３、複数の主
発光ダイオード３１４、及び第１光学構造物３１５を含むことができる。
【００４８】
　第１基板３１３は、第１傾斜面３１０ｂに沿って第１発光溝３１２の底面上に配置され
ることができる。
【００４９】
　複数の主発光ダイオード３１４は、第１傾斜面３１０ｂに沿って第１基板３１３上に配
置されて、第１基板３１３と電気的に連結される。または、第１傾斜面３１０ｂ上に複数
個の電極(図示せず)が設置されて、複数個の電極(図示せず)とそれぞれ電気的に連結され
ることもできる。複数の主発光ダイオード３１４は第１発光溝３１２内でアレイ形態に配
置されることができる。
【００５０】
　複数の主発光ダイオード３１４は、赤色、緑色、青色または白色の光を放出する赤色、
緑色、青色または白色発光ダイオードのうちで多様な組合を有するように選択されること
ができる。
【００５１】
　複数の主発光ダイオード３１４は、電源駆動部４００から提供される電源及び/または
駆動信号によって制御されて、選択的に発光するか、または輝度が調節されることができ
る。
【００５２】
　第１光学構造物３１５は、複数の主発光ダイオード３１４上に配置されることができる
。第１光学構造物３１５は複数の主発光ダイオード３１４から放出される光の配光及び色
感を調節して、必要によって多様な輝度及び色感を有する感性照明を具現することができ
る。
【００５３】
　第１光学構造物３１５は、第１発光溝３１２の内側面に形成された側面溝３１８ａ、３
１８ｂにスライディング方式で挿入されて設置されることができる。ここで、側面溝３１
８ａ、３１８ｂは第１方向に長く延長されることができるし、第１光学構造物３１５は前
記側面溝３１８ａ、３１８ｂに第１方向に挿入されることで、第１発光溝３１２に結合さ
れることができる。
【００５４】
　第１光学構造物３１５は、レンズ、拡散シート(diffusion sheet)及び光励起フィルム(
Phosphor Luminescent Film：ＰＬＦ)のうちで少なくとも一つを含むことができる。
【００５５】
　レンズは照明装置の設計によって、凹型レンズ、凸型レンズ、集光レンズなど多様な形
状を有するレンズを含むことができる。
【００５６】
　拡散シートは複数の主発光ダイオード３１４から放出された光を均一に拡散させること
ができる。
【００５７】
　光励起フィルム(ＰＬＦ)は、蛍光体を含むフィルムである。光励起フィルム(ＰＬＦ)に
含まれた蛍光体は、複数の主発光ダイオード３１４から放出される光によって励起される
ので、照明装置は複数の主発光ダイオード３１４から放出される第１光と蛍光体によって
励起された第２光が混色されて、多様な色感を有する感性照明を具現することができる。
例えば、複数の主発光ダイオード３１４が青色光を発光して、光励起フィルム(ＰＬＦ)が
青色光によって励起される黄色蛍光体を含む場合、照明装置は青色光及び黄色光が混色さ
れて白色光を放出することができる。
【００５８】
　第１光学構造物３１５は第１発光溝３１２の側面溝３１８ａ、３１８ｂを通じて第１発
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光溝３１２に容易に結合されることができるので、使用者の必要によってレンズ、拡散シ
ート、光励起フィルムのうちで何れか一つで容易に入れ替えされて使用されることができ
る。
【００５９】
　第１発光溝３１２の深さと幅は、第１発光溝３１２内に設置された複数の主発光ダイオ
ード３１４の配光分布によって多様に調節されることができる。すなわち、第１発光溝３
１２の深さと幅を調節して、光源部３００から放出される光が使用者に直接提供されない
で、反射体２００に提供されるようにすることができる。これによって、使用者は眩しさ
(glare)が減少された仄かな光の提供を受けることができる。
【００６０】
　第１発光溝３１２を通じて出射される光の配光角度が９０゜～１１０゜であることがあ
って、第１発光溝３１２の深さと幅は、第１発光溝３１２を通じて出射される光が反射体
２００、特に反射体２００の反射面のすべての領域に対して均一に入射されることができ
るように形成されることができる。
【００６１】
　また、第１発光溝３１２の深さと幅は、複数の主発光ダイオード３１４から放出される
光の一部がハウジング１００の下方開口部１０１を通じて外部に放出されて、残りの一部
が反射体２００によって反射された後、下方開口部１０１を通じて外部に放出されること
ができるように調節されることもできる。
【００６２】
　一方、図６ｂに示されたところのように、使用者の視線であるカット－オフライン２０
ａに第１光学構造物３１５が位置する場合、使用者に眩しさ現象が発生することがある。
これによって第１光学構造物３１５は、外部から見えないようにカット－オフライン２０
ａ下に配置されることが望ましい。例えば、第１光学構造物３１５の一側が第１発光溝３
１２の内部側に傾くように設置されることができる。すなわち、第１光学構造物３１５の
面と第１発光溝３１２の底面は距離が一定でないこともある。
【００６３】
　上述した以外に、第１光学構造物３１５が外部から見えないように設置される場合とし
て、第１発光溝３１２の深さをさらに深く調節して第１主光源モジュール３１３、３１４
、３１５を第１発光溝３１２に安着させるか、または照明装置１のカット－オフライン２
０ａを調節する方法などがある。しかし、このような方法は光学構造物による眩しさ現象
を防止することができるが、主発光ダイオード３１４の配光角を減少させることで光損失
を発生させることができる。よって、主発光ダイオード３１４の配光角を確保する範囲内
で第１光学構造物３１５がカット－オフライン２０ａ上に存在しないように第１光学構造
物３１５の設置角度が調節されることが望ましい。
【００６４】
　図６ａ及び図７に示されたところのように、第１胴体３１０の下部他側面には第１ヒン
ジ部３１１が形成されることができる。第１ヒンジ部３１１は外側に突出された形態を有
することができる。また、第１ヒンジ部３１１の末端は、第１胴体３１０の下部他側によ
って、すなわち、第１方向に沿って部分的に形成されたものであることができる。例えば
、第１ヒンジ部３１１は第１胴体３１０の下部他側のうちで中心部分のみに形成されるか
、あるいはその反対に形成されたものであることができるし、複数個でなされたものであ
ることもある。このような第１ヒンジ部３１１の末端は円筒状であることができる。
【００６５】
　中間胴体３３０の下部両側には、それぞれ第２挿入溝３３１が形成されることができる
。第２挿入溝３３１は第１方向に延長された円筒状の溝であることができる。第１胴体３
１０の第１ヒンジ部３１１の末端が第２挿入溝３３１にスライディング方式で挿入される
ことができるし、第１胴体３１０が中間胴体３３０と回転可能に結合されることができる
。この時、第１胴体３１０は第１ヒンジ部３１１の長さ方向を回転軸にして所定の角度で
回転することができる。第１ヒンジ部３１１と第２挿入溝３３１の構造は、これに限定さ
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れるものではなく、第１胴体３１０と中間胴体３３０を回転可能になるように結合させる
ことができる構造であればよい。
【００６６】
　第１胴体３１０と中間胴体３３０が結合される場合、第１胴体３１０と中間胴体３３０
を連結する第１結合部には一つ以上の第３開口部３１９が形成されることができる。ここ
で、第３開口部３１９は複数の第１ヒンジ部３１１間の間空間、あるいは第１胴体３１０
の下部他側に沿って第１ヒンジ部３１１が形成されない開口部を意味する。
【００６７】
　２)第２胴体３２０
　第２胴体３２０は、第４結合部３２０ａを含む。第４結合部３２０ａは第２胴体３２０
の上部を構成して、結合部材１１０の第１挿入溝１１２に一部分が挿入される。
【００６８】
　第４結合部３２０ａの上端には第２突出端３２０ｃが形成されることができる。第２突
出端３２０ｃは第４結合部３２０ａの上端の一部が外側に突出された形状であることがで
きる。
【００６９】
　第２胴体３２０の下部一側面には第２発光溝３２２が形成されることができる。第２発
光溝３２２の底面は、第２傾斜面３２０ｂを有することができる。第２傾斜面３２０ｂは
第２反射体２００ｂの反射面を眺めることができるように形成されることができる。第２
胴体３２０は第２傾斜面３２０ｂ外にも複数の傾斜面が形成されることができる。
【００７０】
　第２胴体３２０の下部外郭面は、図６ａに示されたように、所定の屈曲を有することが
できる。しかし、これに限定するものではなくて、前記下部外郭面が角をなしたものであ
ることができる。
【００７１】
　第２発光溝３２２は、第２主光源モジュール３２３、３２４、３２５が配置される底面
と少なくとも二つ以上の側面を含む。ここで、前記第２発光溝３２２の二つの側面間の間
隔は前記第２発光溝３２２の底面の幅と同じであるか、または狭いものであることができ
る。第２発光溝３２２の二つの側面間の間隔が前記第２発光溝３２２の底面の幅より狭け
れば、第２主光源モジュール３２３、３２４、３２５は、前記第２発光溝３２２の深さ方
向と垂直な方向に第２発光溝３２２の底面に容易に装着されることができる。すなわち、
第２主光源モジュール３２３、３２４、３２５は、スライディング方式で第２発光溝３２
２に装着されることができる。
【００７２】
　第２発光溝３２２内には第２主光源モジュール３２３、３２４、３２５が設置されるこ
とができる。第２主光源モジュール３２３、３２４、３２５は、第２基板３２３、複数の
主発光ダイオード３２４、及び第２光学構造物３２５を含むことができる。
【００７３】
　第２基板３２３は、第２傾斜面３２０ｂに沿って第２発光溝３２２の底面上に設置され
ることができる。
【００７４】
　複数の主発光ダイオード３２４は、第２傾斜面３２０ｂに沿って第２基板３２３上に設
置されて、第２基板３２３と電気的に連結される。または、第２傾斜面３２０ｂ上に複数
個の電極(図示せず)が設置されて、複数個の電極(図示せず)とそれぞれ電気的に連結され
ることもできる。複数の主発光ダイオード３２４は、第２発光溝３２２内でアレイ形態に
配置されることができる。
【００７５】
　複数の主発光ダイオード３２４は、赤色、緑色、青色または白色の光を放出する赤色、
緑色、青色または白色発光ダイオードのうちで多様な組合を有するように選択されること
ができる。
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【００７６】
　複数の主発光ダイオード３２４は、電源駆動部４００から提供される電源及び/または
駆動信号によって制御されて、選択的に発光するか、または輝度が調節されることができ
る。
【００７７】
　第２光学構造物３２５は、複数の主発光ダイオード３２４上に設置されることができる
。第２光学構造物３２５は、複数の主発光ダイオード３２４から放出される光の配光及び
色感を調節して、必要によって多様な輝度及び色感を有する感性照明を具現することがで
きる。
【００７８】
　第２光学構造物３２５は、第２発光溝３２２の内側面に形成された側面溝にスライディ
ング方式で挿入されて設置されることができる。ここで、側面溝は第１方向に長く延長さ
れることができるし、第２光学構造物３２５は前記側面溝に第１方向に挿入されることで
、第２発光溝３２２に結合されることができる。
【００７９】
　第２光学構造物３２５は、レンズ、拡散シート(diffusion sheet)及び光励起フィルム(
Phosphor Luminescent Film：ＰＬＦ)のうちで少なくとも一つを含むことができる。
【００８０】
　レンズは、照明装置の設計によって、凹型レンズ、凸型レンズ、集光レンズなど多様な
形状を有するレンズを含むことができる。
【００８１】
　拡散シートは、複数の主発光ダイオード３２４から放出された光を均一に拡散させるこ
とができる。
【００８２】
　光励起フィルム(ＰＬＦ)は、蛍光体を含むフィルムである。光励起フィルム(ＰＬＦ)に
含まれた蛍光体は、複数の主発光ダイオード３２４から放出される光によって励起される
ので、照明装置は複数の主発光ダイオード３２４から放出される第１光と蛍光体によって
励起された第２光が混色されて多様な色感を有する感性照明を具現することができる。例
えば、複数の主発光ダイオード３２４が青色光を発光して、光励起フィルム(ＰＬＦ)が青
色光によって励起される黄色蛍光体を含む場合、照明装置は青色光及び黄色光が混色され
て白色光を発光することができる。
【００８３】
　第２光学構造物３２５は、側面溝を通じて第２発光溝３２２に容易に結合されることが
できるので、使用者の必要によってレンズ、拡散シート、光励起フィルムのうちで何れか
一つで容易に入れ替えされて使用されることができる。
【００８４】
　第２発光溝３２２の深さと幅は、第２発光溝３２２内に設置された複数の主発光ダイオ
ード３２４の配光分布によって多様に調節されることができる。すなわち、第２発光溝３
２２の深さと幅を調節して、光源部３００から放出される光が使用者に直接提供されない
で、反射体２００に提供されるようにすることができる。これによって、使用者は眩しさ
(glare)が減少された仄かな光の提供を受けることができる。
【００８５】
　第２発光溝３２２を通じて出射される光の配光角度が９０゜～１１０゜であることがあ
って、第２発光溝３２２の深さと幅は、第２発光溝３２２を通じて出射される光が反射体
２００、特に、反射体２００の反射面のすべての領域に対して均一に入射されることがで
きるように形成されることができる。
【００８６】
　また、第２発光溝３２２の深さと幅は、複数の主発光ダイオード３２４から放出される
光の一部がハウジング１００の下方開口部１０１を通じて外部に放出されて、残り一部が
反射体２００によって反射された後に下方開口部１０１を通じて外部に放出されることが
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できるように調節されることもできる。
【００８７】
　第２胴体３２０に設置される第２光学構造物３２５の設置構造は、第１胴体３１０に設
置された第１光学構造物３１５の設置構造と同一であるので、これに対する詳細な説明は
省略する。
【００８８】
　図６ａ及び図７に示されたところのように、第２胴体３２０の下部他側面には第２ヒン
ジ部３２１が形成されることができる。第２ヒンジ部３２１は外側に突出された形態を有
することができる。また、第２ヒンジ部３２１の末端は、第２胴体３２０の下部他側によ
って、すなわち、第１方向に沿って部分的に形成されたものであることができる。例えば
、第２ヒンジ部３２１は第２胴体３２０の下部他側のうちで中心部分のみに形成されるか
、あるいはその反対に形成されたものであることができるし、複数個でなされたものであ
ることもある。このような第２ヒンジ部３２１の末端は円筒状であることができる。
【００８９】
　中間胴体３３０の下部両側にはそれぞれ第２挿入溝３３１が形成されることができる。
第２挿入溝３３１は第１方向に延長された円筒状の溝であることができる。第２胴体３２
０の第２ヒンジ部３２１の末端が第２挿入溝３３１にスライディング方式で挿入されるこ
とができるし、第２胴体３２０が中間胴体３３０と回転可能に結合されることができる。
この時、第２胴体３２０は第２ヒンジ部３２１の長さ方向を回転軸にして所定の角度で回
転することができる。第２ヒンジ部３２１と第２挿入溝３３１の構造はこれに限定される
ものではなく、第２胴体３２０と中間胴体３３０を回転可能になるように結合させること
ができる構造なら関係ない。
【００９０】
　第２胴体３２０と中間胴体３３０が結合される場合、第２胴体３２０と中間胴体３３０
を連結する第２結合部には一つ以上の第３開口部３２９が形成されることができる。ここ
で、第３開口部３２９は複数の第２ヒンジ部３２１間の間空間、あるいは第２胴体３２０
の下部他側に沿って第２ヒンジ部３２１が形成されない開口部を意味する。
【００９１】
　前述したところのように、第１胴体３１０及び第２胴体３２０は、同一な構造でなされ
ることができるし、その構成も同一になされることができる。
【００９２】
　また、第１胴体３１０及び第２胴体３２０は、射出成形工程を通じて、第１方向に一定
な断面を有するように製造されたものであることができる。
【００９３】
　また、第１胴体３１０及び第２胴体３２０は、複数の主発光ダイオード３１４、３２４
から発生された熱を効果的に放出できるように、アルミニウム(Ａｌ)、スズ(Ｓｎ)、ニッ
ケル(Ｎｉ)、銀(Ａｇ)、銅(Ｃｕ)、チタン(Ｔｉ)、モリブデン(Ｍｏ)、タングステン(Ｗ)
、金(Ａｕ)、白金(Ｐｔ)などの金属で形成されたものであることができる。
【００９４】
　３)中間胴体３３０
　中間胴体３３０の下部３３０ａ両側面に第２挿入溝３３１がそれぞれ形成されることが
できる。第２挿入溝３３１は、それぞれ第１方向に延長されるように形成されて、第１胴
体３１０の第１ヒンジ部３１１及び第２胴体３２０の第２ヒンジ部３２１が挿入されるこ
とができる。例えば、前で説明したところのように第１ヒンジ部３１１と第２ヒンジ部３
２１が第２挿入溝３３１にそれぞれスライディング挿入方式を通じて挿入されることがで
きる。しかし、これに限定しない。
【００９５】
　これによって、中間胴体３３０の両側には第１胴体３１０及び第２胴体３２０が脱着可
能に結合されることができる。また、第１胴体３１０及び第２胴体３２０は、それぞれ第
１ヒンジ部３１１と第２ヒンジ部３２１を中心軸にして回転可能になるように結合される
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ことができる。
【００９６】
　中間胴体３３０の下部３３０ａ底面には、補助光源モジュール３３３、３３４、３３５
が設置されることができる。より具体的に、中間胴体３３０の下部底面には第３発光溝３
３２が形成されて、補助光源モジュール３３３、３３４、３３５は第３発光溝３３２内に
設置されることができる。補助光源モジュール３３３、３３４、３３５は第３基板３３３
、複数の補助発光ダイオード３３４及び第３光学構造物３３５を含むことができる。
【００９７】
　第３基板３３３は、第３発光溝３３２の内側上面に設置されることができる。
【００９８】
　複数の補助発光ダイオード３３４は、第３基板３３３上に設置されて、第３基板３３３
と電気的に連結される。または、第３発光溝３３２の内側上面に複数個の電極(図示せず)
が設置されて、複数個の電極(図示せず)とそれぞれ電気的に連結されることもできる。
【００９９】
　第３光学構造物３３５は、両側端が第３発光溝３３２の内側面に形成された側面にスラ
イディング方式で設置されることができる。ここで、側面溝は第１方向に長く延長される
ように形成されることができるし、第３光学構造物３３５は側面溝に第１方向に挿入され
ることで第３発光溝３３２に設置されることができる。
【０１００】
　複数の補助発光ダイオード３３４は、電源駆動部４００から提供される電源及び/また
は駆動信号によって制御されて、選択的に発光するか、または輝度が調節されることがで
きる。補助発光ダイオード３３４は、例えば、さらに多い照度が必要な場合、仄かな照明
の演出が必要な場合、または表示装置などに利用されることができる。
【０１０１】
　第３光学構造物３３５は、複数の補助発光ダイオード３３４上に設置されることができ
る。第３光学構造物３３５は複数の補助発光ダイオード３３４から放出される光の配光及
び色感を調節する一方、必要によって多様な輝度及び色感を有する感性照明を具現するこ
とができる。
【０１０２】
　第３光学構造物３３５は、レンズ、拡散シート(diffusion sheet)、及び光励起フィル
ム(Phosphor Luminescent Film：ＰＬＦ)のうちで少なくとも一つを含むことができる。
【０１０３】
　レンズは、照明装置の設計によって、凹型レンズ、凸型レンズ、集光レンズなど多様な
形状を有するレンズを含むことができる。
【０１０４】
　拡散シートは、複数の主発光ダイオード３３４から放出された光を均一に拡散させるこ
とができる。
【０１０５】
　光励起フィルム(ＰＬＦ)は、蛍光体を含むフィルムである。光励起フィルム(ＰＬＦ)に
含まれた蛍光体は、複数の主発光ダイオード３３４から放出される光によって励起される
ので、照明装置は複数の主発光ダイオード３３４から放出される第１光と蛍光体によって
励起された第２光が混色されて、多様な色感を有する感性照明を具現することができる。
例えば、複数の主発光ダイオード３３４が青色光を発光して、光励起フィルム(ＰＬＦ)が
青色光によって励起される黄色蛍光体を含む場合、照明装置は青色光及び黄色光が混色さ
れて白色光を発光することができる。
【０１０６】
　第３光学構造物３３５は第２発光溝３３２の側面溝を通じて容易に結合されることがで
きるので、使用者の必要によってレンズ、拡散シート、光励起フィルムのうちで何れか一
つで容易に入れ替えされて使用されることができる。
【０１０７】
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　実施形態による中間胴体３３０は、射出成形工程を通じて、第１方向に一定な断面を有
して、左右対称構造を有するように製造されたものであることができる。
【０１０８】
　前述したところのように、第１胴体３１０、第２胴体３２０及び中間胴体３３０が結合
される場合、第１ヒンジ部３１１及び第２ヒンジ部３２１の外側面と第２挿入溝３３１の
内側面が接触されることで、第１胴体３１０、第２胴体３２０及び中間胴体３３０間の熱
放出経路を形成することができる。これによって、中間胴体３３０の下部３３０ａは、放
熱効果を高めるために熱伝導性が高いアルミニウム(Ａｌ)、スズ(Ｓｎ)、ニッケル(Ｎｉ)
、銀(Ａｇ)、銅(Ｃｕ)、チタン(Ｔｉ)、モリブデン(Ｍｏ)、タングステン(Ｗ)、金(Ａｕ)
、白金(Ｐｔ)などの金属で形成されたものであることができる。一方、中間胴体３３０の
上部３３０ｂには、電気的な構成要素が搭載されているので、熱が転移されないことが望
ましい。よって、中間胴体３３０の上部３３０ｂは、第１胴体３１０、第２胴体３２０及
び中間胴体３３０の下部からの熱が転移されることができないように熱伝導性が低いプラ
スチックなどの物質で形成されることができる。
【０１０９】
　また、主発光ダイオード３１４、３２４及び補助発光ダイオード３３４から発生された
熱は、光源部３００の胴体によって放出されるか、または結合部材１１０に伝達して放出
されることができる。すなわち、光源部３００が結合部材１１０の第１挿入溝１１２に挿
入される場合、第３結合部３１０ａと第４結合部３２０ａは第１挿入溝１１２の内側面と
面接触する。このように、第３結合部３１０ａと第４結合部３２０ａの一面が第１挿入溝
１１２の内側面と接触することで、光源部３００から結合部材１００につながる熱伝導ル
ートが形成されることができる。この時、接触面積が広いほど放熱効果は増加することが
できるが、第１胴体３１０及び第２胴体３２０の高さが増加するようになって、結果的に
ハウジング１００の高さが増加されなければならない。よって、照明装置が最適の放熱効
果を有するためには、接触面積とハウジング１００の高さとの関係を考慮しなければなら
ない。また、光源部３００の胴体の一部分には凹凸が形成されて、熱を効果的に放出する
ことができる。
【０１１０】
　一方、ハウジング１００の結合部材１１０は、内側壁面が光源部３００の長さ程度延長
(すなわち、第１方向に延長)される第１挿入溝１１２を有する。また、光源部３００には
光源が直接接触する光源安着部と、結合部材１１０の第１挿入溝１１２の内側壁面と面接
触する第３及び第４結合部３１０ａ、３２０ａを含む。ここで、光源安着部は発光ダイオ
ードが設置された発光溝と、その発光溝が形成された光源部３００の下部を意味する。照
明装置が動作する場合、光源安着部で発生された熱が第３及び第４結合部３１０ａ、３２
０ａを通じて結合部材１１０に伝達することができる。このような場合、第３及び第４結
合部３１０ａ、３２０ａと第１挿入溝１１２の内側壁面が面接触をするようになることで
、光源安着部で発生された熱が結合部材１１０に転移されることができる。この時、第１
挿入溝１１２の内側壁面は、光源部３００の長さ程度延長(すなわち、第１方向に延長)さ
れていて、第３及び第４結合部３１０ａ、３２０ａとの接触面積が最大をなすようになる
。これによって、照明装置の放熱効能を改善することができる。
【０１１１】
　図８は、実施形態による照明装置１の空気循環経路を説明するための図面である。
【０１１２】
　図８に示されたところのように、実施形態による照明装置１は、第１空気循環経路１０
ａと第２空気循環経路１０ｂを有することができる。
【０１１３】
　第１空気循環経路１０ａは、ハウジング１００に形成された第１開口部１０５、結合部
材１１０に形成された第２開口部１１１、及び第１胴体３１０と中間胴体３３０の第１結
合部に形成された第３開口部３１９に沿ってなされる経路を意味することができる。
【０１１４】
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　第２空気循環経路１０ｂは、ハウジング１００に形成された第１開口部１０５、結合部
材１１０に形成された第２開口部１１１、及び第２胴体３２０と中間胴体３３０の第２結
合部に形成された第３開口部３２９に沿ってなされる経路を意味することができる。
【０１１５】
　したがって、実施形態による照明装置１は、第１開口部１０５、第２開口部１１１及び
第３開口部３１９、３２９を通じて内部空気循環経路を確保できるため放熱特性が良好と
なり、光源部３００の温度を低下させることができる。
【０１１６】
　一方、第１胴体３１０と第２胴体３２０との下部は、反射体２００を眺める傾斜面を有
するように製造されるので、光源部３００の断面、すなわち、第１胴体３１０、第２胴体
３２０及び中間胴体３３０が結合されている断面は、下端の幅が上端の幅より広いことが
ある。例えば、光源部３００の断面は扇形または多角形の形状を有することができる。し
かし、これに限定されるものではなく、光源部３００の形状は多様な形状を有するように
形成されることができる。
【０１１７】
　４)スプリング３４０
　スプリング３４０は、中間胴体３３０の上部に配置されることができる。例えば、スプ
リング３４０は、図６ａに示されたところのように、‘コ’字形であることがあって、中
間胴体３３０の下部３３０ａと上部３３０ｂとの間に配置されることができるし、中間胴
体３３０両側に第１胴体３１０及び第２胴体３２０が結合される場合、第１胴体３１０及
び第２胴体３２０の内側面に接触されるように配置されることができる。
【０１１８】
　スプリング３４０は、第１胴体３１０と第２胴体３２０との間の間隔が遠くなる方向に
第１胴体３１０と第２胴体３２０に弾性力を提供することができる。すなわち、スプリン
グ３４０は第１胴体３１０と第２胴体３２０との間に配置されて、第１胴体３１０と第２
胴体３２０をお互いに押し出す役割をする。よって、光源部３００を結合部材１１０に挿
入する場合、第１突出端３１０ｃ及び第２突出端３２０ｃが係止溝１１３にかかるように
なって、スプリング３４０が加える力によって光源部３００は結合部材１１０にさらに堅
く結合されることができる。
【０１１９】
　スプリング３４０によって第１胴体３１０と第２胴体３２０の上部にはお互いに押し出
す方向に力が作用して、その力によって第１胴体３１０と第２胴体３２０の下部には、中
間胴体３３０に向ける方向で力が作用する。これによって第１胴体３１０及び第２胴体３
２０は、均衡をなして中間胴体３３０に支持されることができる。
【０１２０】
　５)第１連結端子１２０及び第２連結端子３３６
　図９～図１１は、実施形態による第１連結端子１２０と第２連結端子３３６の構成を示
した図面である。
【０１２１】
　第１連結端子１２０及び第２連結端子３３６は、光源部３００が第１挿入溝１１２に挿
入されることによって結合されることができる。
【０１２２】
　第１連結端子１２０は、第１雌ブロック１２１ａ及び第２雌ブロック１２１ｂを含むこ
とができるし、これに限定されるものではなく、一対以上の雌ブロックを含むこともでき
る。例えば、第１雌ブロック１２１ａ内には一対の第１及び第２端子１２３a、１２３ｂ
とまた他の一対の第３及び第４端子１２３ｃ、１２３ｄが形成されることができる。また
、第２雌ブロック１２１ｂ内には一対の第５及び第６端子１２３ｅ、１２３ｆと、また他
の一対の第７及び第８端子１２３ｇ、１２３ｈが形成されることができる。
【０１２３】
　第１雌ブロック１２１ａ及び第２雌ブロック１２１ｂは、お互いに対称的な構造を有す
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るように形成される。すなわち、第１～第４端子１２３a、１２３ｂ、１２３ｃ、１２３
ｄと第５～第８端子１２３ｅ、１２３ｆ、１２３ｇ、１２３ｈは、第１雌ブロック１２１
ａ及び第２雌ブロック１２１ｂの間を基準に左右対称構造で形成される。
【０１２４】
　第２連結端子３３６は、第１雄ブロック３３６ａ及び第２雄ブロック３３６ｂを含むこ
とができるし、これに限定されるものではなく、一対以上の雄ブロックを含むこともでき
る。例えば、第１雄ブロック３３６ａ上には一対の第１及び第２ソケット３３６ａ、３３
６ｂとまた他の一対の第３及び第４ソケット３３７ｃ、３３７ｄが形成されることができ
る。また、第２雄ブロック３３６ｂ内には一対の第５及び第６ソケット３３７e、３３７
ｆとまた他の一対の第７及び第８ソケット３３７g、３３７ｈが形成されることができる
。
【０１２５】
　第１雄ブロック３３６ａ及び第２雄ブロック３３６ｂは、お互いに対称的な構造を有す
るように形成される。すなわち、第１～第４ソケット３３７a、３３７ｂ、３３７ｃ、３
３７ｄと第５～第８ソケット３３７e、３３７ｆ、３３７g、３３７ｈは、第１雄ブロック
３３６ａ及び第２雄ブロック３３６ｂの間を基準に左右対称構造で形成される。
【０１２６】
　第１雌ブロック１２１ａと第２雌ブロック１２１ｂとの極性は、お互いに対称的になさ
れることができる。
【０１２７】
　第１及び第２端子１２３a、１２３ｂの極性は、第７及び第８端子１２３ｇ、１２３ｈ
の極性と左右対称をなす。例えば、第１及び第２端子１２３a、１２３ｂの極性がそれぞ
れ‘＋’及び‘－‘である場合、第７及び第８端子１２３ｇ、１２３ｈの極性はそれぞれ
‘－‘及び‘＋’になって、第１及び第２端子１２３a、１２３ｂの極性がそれぞれ‘－
‘及び‘＋’である場合、第７及び第８端子１２３ｇ、１２３ｈの極性はそれぞれ‘＋’
及び‘－‘になる。
【０１２８】
　また、第３及び第４端子１２３ｃ、１２３ｄの極性は、第５及び第６端子１２３ｅ、１
２３ｆの極性と左右対称をなす。例えば、第３及び第４端子１２３ｃ、１２３ｄの極性が
それぞれ‘＋’及び‘－‘である場合、第５及び第６端子１２３ｅ、１２３ｆの極性はそ
れぞれ‘－‘及び‘＋’になって、第３及び第４端子１２３ｃ、１２３ｄの極性がそれぞ
れ‘－‘及び‘＋’である場合、第５及び第６端子１２３ｅ、１２３ｆの極性はそれぞれ
‘＋’及び‘－‘になる。
【０１２９】
　第１～第８ソケット３３７a、３３７ｂ、３３７ｃ、３３７ｄ、３３７e、３３７ｆ、３
３７g、３３７ｈの極性は、第１～第８端子１２３a、１２３ｂ、１２３ｃ、１２３ｄ、１
２３ｅ、１２３ｆ、１２３ｇ、１２３ｈが有する極性によって多様になされることができ
る。
【０１３０】
　結合部材１１０と光源部３００を第１方向に結合する場合、第１及び第２端子１２３a
、１２３ｂが第１及び第２ソケット３３７a、３３７ｂに挿入されて、第３及び第４端子
１２３ｃ、１２３ｄが第３及び第４ソケット３３７ｃ、３３７ｄに挿入されて、第５及び
第６端子１２３ｅ、１２３ｆが第５及び第６ソケット３３７e、３３７ｆに挿入されて、
第７及び第８端子１２３ｇ、１２３ｈが第７及び第８ソケット３３７g、３３７ｈに挿入
されることで、第１連結端子１２０及び第２連結端子３３６は、電気的及び物理的に連結
されることができる。
【０１３１】
　また、結合部材１１０と光源部３００を第２方向(第１方向と反対方向または左右が変
わった方向)に結合する場合、第１及び第２端子１２３a、１２３ｂが第７及び第８ソケッ
ト３３７g、３３７ｈに挿入されて、第３及び第４端子１２３ｃ、１２３ｄが第５及び第
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６ソケット３３７e、３３７ｆに挿入されて、第５及び第６端子１２３ｅ、１２３ｆが第
３及び第４ソケット３３７ｃ、３３７ｄに挿入されて、第７及び第８端子１２３ｇ、１２
３ｈが第１及び第２ソケット３３７a、３３７ｂに挿入されることで、第１連結端子１２
０及び第２連結端子３３６は、電気的及び物理的に連結されることができる。
【０１３２】
　このように、第１連結端子１２０及び第２連結端子３３６は、左右対称的な構造及び極
性を有するために、光源部３００は結合部材１１０と結合される方向にかかわらず、物理
的及び電気的に連結されることができる。これによって、実施形態による照明装置１は、
光源部３００を結合部材１１０により容易に結合させることができるので、使用便宜性を
高めることができる。
【０１３３】
　一方、結合部材１１０及び光源部３００が結合される場合、第１及び第２端子１２３a
、１２３ｂと、第７及び第８端子１２３ｇ、１２３ｈは電源伝達のためのコネクターで使
用して、第３及び第４端子１２３ｃ、１２３ｄと、第５及び第６端子１２３ｅ、１２３ｆ
は駆動信号などを伝達するためのコネクターとして使用するか、または使用しないことも
ある。
【０１３４】
　これと反対に、第３及び第４端子１２３ｃ、１２３ｄと、第５及び第６端子１２３ｅ、
１２３ｆは、電源伝達のためのコネクターとして使用することができるし、第１及び第２
端子１２３a、１２３ｂと、第７及び第８端子１２３ｇ、１２３ｈは駆動信号などを伝達
するためのコネクターとして使用するか、または使用しないこともある。
【０１３５】
　第１連結端子１２０は、雌ブロック、第２連結端子３３６は雄ブロックで記述したが、
第１連結端子１２０は雄ブロック、第２連結端子３３６は雌ブロックで構成されても関係
ない。
【０１３６】
　５．エンドキャップ３５０
　図１２は、実施形態による光源部３００とエンドキャップ３５０との間の結合関係を示
した図面である。図１３は、実施形態による光源部３００にエンドキャップ３５０が結合
された様子を示した図面である。
【０１３７】
　図１２に示されたところのように、エンドキャップ３５０は光源部３００の両側端部に
結合されることができる。例えば、エンドキャップ３５０は中間胴体３３０の両側端部に
ボルト締結方式で結合されて、第１胴体３１０、第２胴体３２０及び中間胴体３３０の両
末端を覆うように設置されることができる。エンドキャップ３５０の中央部分には一つ以
上のボルトホール３５５が形成されて、中間胴体３３０の両末端にはボルトホール３５５
と対応される位置に締結口３３５が形成されることができる。これによってエンドキャッ
プ３５０はボルト３５７とボルトホール３５５を通じて中間胴体３２０の締結口３３５に
締結されることで光源部３００と結合されることができる。
【０１３８】
　図１３に示されたところのように、第１胴体３１０と第２胴体３２０の離脱を防止する
ためにエンドキャップ３５０の上部両側端にはそれぞれ締り突起３５１が形成されること
ができる。第１胴体３１０と第２胴体３２０にはスプリング３４０によってお互いに押し
出す方向に力が作用する。この力によって第１胴体３１０と第２胴体３２０との間がある
程度離れるようになれば締まり、突起３５１によって固定されてそれ以上離れなくなる。
この時、第１胴体３１０と第２胴体３２０のなす間角は締り突起３５１によって最大値を
有するようになる。
【０１３９】
　また、エンドキャップ３５０の下端部には、防止顎３５３が形成されることができる。
防止顎３５３はエンドキャップ３５０と光源部３００が結合される場合、光源部３００の
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下部を差すことができるようにエンドキャップ３５０の下端から突出された形態を有する
。したがって、エンドキャップ３５０が光源部３００と結合される場合、防止顎３５３は
第１胴体３１０、第２胴体３２０及び中間胴体３３０の下部を支持することができる。
【０１４０】
　光源部３００は、第１胴体３１０及び第２胴体３２０が動く構造を有するために、第１
胴体３１０、中間胴体３３０及び第２胴体３２０の下端部との間に隙間が形成され、この
ような隙間によって光漏れ現象が発生する場合がある。防止顎３５３は光源部３００の下
端部を囲むように形成されて、第１胴体３１０、第２胴体３２０及び中間胴体３３０下端
部に光が漏れ出ることを遮断することができる。
【０１４１】
　このようにエンドキャップ３５０と光源部３００がボルト締結方式で結合されることで
、光源部３００をより安全に固定及び支持することができる。また、光源部３００は防止
顎３５３によって光漏れ現象を防止することができる。また、エンドキャップ３５０のボ
ルト締結部によって第１胴体３１０、第２胴体３２０及び中間胴体３３０の間にさらに大
きい密着力が加えられるので、光源部３３０の熱伝達効率が高くなることができる。
【０１４２】
　６．光源部３００及び結合部材１１０の脱着
　図１４及び図１５は、実施形態による光源部３００と結合部材１１０の結合及び分離過
程を示した図面である。
【０１４３】
　１)結合過程
　先ず、図１４に示されたところのように、光源部３００の第１胴体３１０及び第２胴体
３２０に第１力(ｆ)を加えて、第１胴体３１０及び第２胴体３２０のなす間角が小さくな
るようにする。この時、第１力(ｆ)はスプリング３４０によって加えられる弾性力の方向
と反対方向であることができる。第３結合部３１０ａ及び第４結合部３２０ａの下端部を
、第１力(ｆ)を加えながら押せば、第３結合部３１０ａ及び第４結合部３２０ａ間の間隔
が細くなるようになって、結局、第１胴体３１０及び第２胴体３２０のなす間角が細くな
る。一方、第１力(ｆ)を加えない場合、第１胴体３１０及び第２胴体３２０は、スプリン
グ３４０から提供される弾性力によってお互いに離れている状態になるので、光源部３０
０を結合部材１１０の第１挿入溝１１２に挿入し難い。
【０１４４】
　次に、第１胴体３１０及び第２胴体３２０に第１力(ｆ)を加えながら、光源部３００を
結合部材１１０の第１挿入溝１１２に挿入する。
【０１４５】
　図１５に示されたところのように、第１力(ｆ)を加えなくなれば、弾性力によって第１
胴体３１０及び第２胴体３２０の間隔が再び遠くなるようになって、第１胴体３１０上端
の第１突出端３１０ｃ及び第２胴体３２０上端の第２突出端３２０ｃは、第１挿入溝１１
２の内側両面に形成された結合溝１１３にそれぞれ挿入された後かかるようになる。これ
によって、光源部３００が結合部材１１０に結合されることができる。
【０１４６】
　また、光源部３００が結合部材１１０に結合される場合、第１胴体３１０及び第２胴体
３２０の間に配置されたスプリング３４０が第１胴体３１０及び第２胴体３２０をお互い
に押し出すので、第１突出端３１０ｃ及び第２突出端３２０ｃは、係止溝１１３にさらに
堅く固定されることができる。
【０１４７】
　また、スプリング３４０によって第３結合部３１０ａ及び第４結合部３２０ａと、第１
挿入溝１１２との間の接触面に均一な圧力が持続的に加えられるようになる。これによっ
て、光源部３００から発生する熱は、第３結合部３１０ａ及び第４結合部３２０ａと、結
合部材１１０の接触面を通じてより効率的に転移されることができるようになる。
【０１４８】
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　２)分離過程
　光源部３００の維持補修が必要な場合には、結合部材１１０から光源部３００を分離す
ることができる。
【０１４９】
　結合部材１１０から光源部３００を分離する場合、第１胴体３１０及び第２胴体３２０
に第１力(ｆ)を加えて第１胴体３１０及び第２胴体３２０のなす間角が小さくなるように
した後に、光源部３００を結合部材１１０から分離する。
【０１５０】
　 [変形例]
　図１６及び図１７は、変形例に他の照明装置の光源部と結合部材の断面図である。変形
例による照明装置の説明において、前で説明したものと重複される内容は略するようにす
る。
【０１５１】
　図１６及び図１７を参照すると、結合部材１１０の第１挿入溝１１２の内側面には複数
の結合溝１１３a、１１３ｂ、１１３ｃが形成されることができる。結合溝１１３a、１１
３ｂ、１１３ｃは、三つが形成されたものとして示されたが、その数に対して限定しない
。
【０１５２】
　光源部３００の上部は、第１挿入溝１１２内に挿入されて結合される。この時、光源部
３００の上端に形成された第１突出端３１０ｃ及び第２突出端３２０ｃは、複数の結合溝
１１３a、１１３ｂ、１１３ｃのうちで何れか一対の溝に挿入されて、光源部３００を結
合部材１１０に堅く結合することができる。
【０１５３】
　図１６に示されたところのように、複数の結合溝１１３a、１１３ｂ、１１３ｃの形成
深さは、お互いに相異に形成されることができるし、第１及び第２突出端３１０ｃ、３２
０ｃが複数の結合溝１１３a、１１３ｂ、１１３ｃのうちでどの溝に挿入されるかによっ
て、照明装置の配光が多様に調節されることができる。
【０１５４】
　また、図１７に示されたところのように、第１挿入溝１１２の内側面が傾斜を有して、
複数の結合溝１１３a、１１３ｂ、１１３ｃが前記第１挿入溝１１２の内側面に形成され
る場合には、第１及び第２突出端３１０ｃ、３２０ｃが複数の結合溝１１３a、１１３ｂ
、１１３ｃのうちでどの溝に挿入されるかによって、光源部３００の第１胴体３１０及び
第２胴体３２０のなす間角が変化することができるので、照明装置の配光が多様に調節さ
れることができる。
【０１５５】
　前述したところのように、第１挿入溝１１２の内側面に複数の結合溝１１３a、１１３
ｂ、１１３ｃを形成することで、照明装置の配光を多様に調節することができる。これに
よって、反射体２００の幅や曲率が変化する場合などにも光源部３００の入れ替えなしに
効率的な照明を提供することができる。
【０１５６】
　以上で実施形態に説明された特徴、構造、効果などは本発明の少なくとも一つの実施形
態に含まれて、必ず一つの実施形態のみに限定されるものではない。延いては、各実施形
態で例示された特徴、構造、効果などは実施形態が属する分野の通常の知識を有する者に
よって他の実施形態に対しても組合または変形されて実施可能である。したがって、この
ような組合と変形に係る内容は本発明の範囲に含まれるものとして解釈されなければなら
ないであろう。
【０１５７】
　また、以上で実施形態を中心に説明したが、これは単に例示であるだけで本発明を限定
するものではなくて、本発明が属する分野の通常の知識を有した者なら本実施形態の本質
的な特性を脱しない範囲で以上に例示されないさまざまの変形と応用が可能であることを
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分かることができるであろう。例えば、実施形態に具体的に現われた各構成要素は変形し
て実施することができるものである。そして、このような変形と応用に係る差異は添付さ
れた請求範囲で規定する本発明の範囲に含まれるものとして解釈されなければならないで
あろう。
【符号の説明】
【０１５８】
１　照明装置
１００　ハウジング
１１０　結合部材
２００　反射体
３００　光源部
４００　電源駆動部

【図１ａ】

【図１ｂ】

【図２ａ】
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【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】 【図１５】
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